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ごあいさつ 
 

東日本大震災・福島第一原子力発電所事故か

ら丸５年を迎えました。大玉村では、内外の

皆様の多大なるご支援・ご協力を得ながら、

復興への歩みを着実に進めてまいりました。 

しかし、いまだに、福島に対する偏見や風

評による、産品の買い控え、旅行の敬遠のム

ードが払拭されたとは言えません。 

そのため、村民と村を訪れる訪問客の一層の交流を進め、村民と訪問客

が真の復興を実感できる日が来ることを願い、大玉村観光振興計画を策定

いたしました。 

本計画は、「日本で最も美しい村」連合への加盟承認をいただいた大玉

村の観光的要素を掘り起こし、村民と行政が協働でそれを耕していくこと

で、地域経済の活性化を図るとともに、最終的には、コミュニティや文化

の醸成をめざすものであります。 

村がサブ会場となる平成 30 年全国植樹祭や、平成 32 年東京オリンピン

クを当面の目標としながら、本計画に沿った取り組みを推進し、大玉村の

観光の底上げを図ってまいります。 

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、アンケート調査やヒアリ

ング調査などでご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

大玉村長 押山 利一  
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第１章 はじめに 
 

１ 計画策定の目的 

福島県の観光は、磐梯高原や、蔵とラーメンの喜多方、歴史の会津若松などの
会津、福島・郡山・白河を中心に多彩な特色を持つ中通り、スパリゾートハワイ
アンズや相馬野馬追などの浜通りからなり、年間入込客数を合計すると、4 千万
人にものぼります。 

このうち、大玉村の分としては、フォレストパークあだたらとアットホームお
おたまの 10 万人程度が計上されています。近隣をみても、岳・土湯・磐梯熱海
の温泉街や、菊人形・提灯祭りでにぎわう二本松がありますが、それらに比べ、
本村の観光による地域振興効果は小さいと言えます。 

しかし、本村には、他地域の人々が魅力を感じる自然・歴史・文化が数多くあ
ります。これらの資源を活かし、受け入れ体制を強化することで、これまで以上
に人が訪れるようになり、地域の活性化につながっていくことが期待されていま

す。さらには、経済的な面だけでなく、コミュニティや文化を育むためにも、観
光・交流の振興は重要です。 

「大玉村観光振興計画」は、こうした要請から、本村の観光が将来めざすべき
姿と、その実現に必要な施策を体系的に掲げ、村民と農・工・商の各種事業者・
団体、行政が協働でこれに取り組むために策定します。 

２ 計画の位置づけ・期間 

本計画の計画期間は、本村の観光に関する長期的な方向を示すため、平成 28

～37 年度の 10 年間とします。 

村政運営の基本的な指針である「第四次大玉村総合振興計画」の分野別計画の

位置づけがあることから、「第五次大玉村総合振興計画」の策定にあわせ、必要
に応じ、中間見直しを行います。 

計画期間 

西暦 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 

平成 28 年 29 年 30 年 31 年 32 年 33 年 34 年 35 年 36 年 37 年 

観光振興計画 

      

 

 

    

総合振興計画 

      

 

 

    

 

第一次計画 

第四次計画 

第五次計画 

中間見直し計画 
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第２章 観光を取りまく状況 

１ 大玉村の観光資源 

大玉村の観光資源には、以下のようなものがあります。 

（１）景観 

大玉村の自慢は、安達太良山を望む田園
景観です。また、安達太良山頂から本村を
望む広大な景観も絶景です。 

四季を通じて、撮影などで、多くの人が

訪れますが、いわゆる「展望台」などは設
けておらず、撮影場所を宣伝することもな
いため、訪問客の正確な動向はつかみきれ
ていない現状にあります。 

また、冬には、猪苗代湖や阿武隈川で営
巣する白鳥が、食餌のため本村の田んぼに
も飛来し、ロマンチックな風景が楽しめま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白鳥は本村の田んぼにも飛来する 

「そばの花の咲く頃」 

ⓒ斎藤 譲治 

「棒だてのある風景」 

ⓒ大内 謙一 

ⓒ五十嵐 住男 

「春がきた」 

ⓒ山中 教男 

「寒い朝」 
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（２）フォレストパークあだたら 

「ふくしま県民の森 フォレストパークあだたら」は、40ｈａの広大な敷地面
積に 800 人以上が宿泊できる国内有数のオートキャンプ場です。キャンプ用とオ
ートキャンプ用に分かれた計 180 のテントサイト、10 台の本格キャンピングト
レーラー、温泉施設、森林学習施設などがあり、管理・運営する（財）ふくしま
フォレスト・エコ・ライフ財団により、様々な体験学習メニューが開催されてい
ます。 

 

フォレストパークあだたらの敷地の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ⓒ（財）ふくしまフォレスト・エコ・ライフ財団 
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フェアウェイが広い

（３）大玉カントリークラブ 

大玉カントリークラブは、丘陵・林間の変化に富んだレイアウトで初心者から
競技志向のプレーヤーまで幅広く楽しめる 27 ホールのゴルフクラブで、県内で
６つのゴルフコースを運営する株式会社カネキが運営しています。温泉やホテル
も併設しており、利用者サイトでも、バランスよく良い評価を受けています。 

大玉カントリークラブのコース配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓒ株式会社カネキ 

資料：株式会社ゴルフダイジェスト社「ゴルフダイジェスト・オンライン」、楽天株式会社「楽

天ＧＯＲＡ」の平成 28 年１月現在の情報をもとに作成 

利用者サイトでの評価 

〔ゴルフダイジェスト〕 〔楽天〕 
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（４）アットホームおおたま 

アットホームおおたまは、安達太良山中腹に立地する村直営の温泉宿泊施設で
す。客室を 9 室に限定し、広いロビー、80 畳と 25 畳の大中広間、レストラン・
売店を有する 1,600 ㎡のゆったりとした空間をぜいたくに利用できます。観光や
ビジネス、法事などでの宿泊のほか、宴会等での日帰り利用もあります。 

また、１泊１棟 15,000 円で連泊するとさらに安くなるコテージが７棟（うち
２棟休止中）あり、家族連れのお客様などに利用されています。 

 

アットホームおおたまの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森の中に位置する近代的な建物 夕食では、岩魚の唐揚を食べることができる 

和洋室１室と和室８室の全９室 朝食は、大玉米に合う６皿と地味噌を使った味噌汁 

コテージはキッチン・バス・トイレ付 50 ㎡の２ＤＫ 宴会場は、村民の娯楽や教養活動などの利用も多い 
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（５）温泉 

泉源数全国第８位の温泉天国である福島県において、大玉村にも、アットホー
ムおおたまをはじめ、大玉温泉金泉閣、ふくしま県民の森フォレストパークあだ
たら、大玉リゾートヒルズホテル（大玉カントリークラブ）といった温泉施設が
それぞれ源泉を持っています。なお、もう１か所、日帰り入浴施設の安達太良温
泉があります。 

 
大玉村の温泉施設と源泉の概要 

施設名 アットホームおおたま 金泉閣 
フォレストパーク 

あだたら 

大玉カントリークラブ・大

玉リゾートヒルズホテル 

源泉名 新おおたま温泉 大玉温泉２号源泉 県民の森温泉源泉 大玉カントリークラブ 

泉質 アルカリ性単純温泉 ナトリウム－炭酸水素塩泉 ナトリウム－炭酸水素塩泉 アルカリ性単純温泉 

 
低張性－アルカリ性－高温泉 

低張性－弱アルカリ性－高温

泉 
低張性－アルカリ性－高温泉 低張性－アルカリ性－高温泉 

 
（旧泉質名 単純温泉） （旧泉質名 純重曹泉） （旧泉質名 純重曹泉） （旧泉質名 単純温泉） 

露天風呂 なし あり あり なし 

日帰り入浴 あり あり あり ゴルフ利用者・宿泊者のみ 

源泉掛け流し 循環式 掛け流し 掛け流し・循環式併用  掛け流し・循環式併用 

泉温 45.2℃ 63.1℃ 56.0℃ 47.7℃ 

湧出量 61ℓ／min 85.4ℓ／min 130ℓ／min 170ℓ／min 

知覚的試験 

微弱黄色、ほとんど無

臭、無味、黒色粒状物

を認める 

無色澄明、無味、微弱

硫化水素臭 

無色澄明、無味、微弱

硫化水素臭 

無色澄明、無味、微弱

硫化水素臭 

pH 8.6 8.1 8.6 9.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金泉閣の露天風呂。 

泉質を保つため、日帰り入浴は予約制 

アットホームおおたまの大浴場。構造上、循環

式だが、泉温が高く湧出量も豊富であるため、

ほぼ掛け流し状態。 

フォレストパークあだたらの露天風呂は、深い

森に囲まれた近代的な空間。 

大玉リゾートヒルズホテルの宿泊者向け

浴室。窓から安達太良山が眺められる 
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温泉成分分析表の比較 

試料１㎏中の成分、分量及び組成（㎎） 

 
アットホー
ムおおたま 

金泉閣 
フォレストパ
ークあだたら 

大玉カント
リークラブ 

水素イオン （H+） － ＜0.1 ＜0.1 － 

リチウムイオン （Li+） － － 0.1 － 

ナトリウムイオン （Na+） 221.9 285.4 318.7 23.3 

カリウムイオン （K+） 2.1 ＜0.1 1.2 1.2 

アンモニウムイオン （NH4
+） － － 7.4 － 

マグネシウムイオン （Mg2+） － 0.8 0.6 ＜0.1 

カルシウムイオン （Ca2+） 0.1 4.1 ＜0.1 0.7 

ストロンチウムイオン （Sr2+） 0.8 － ＜0.1 － 

バリウムイオン （Ba2+） － － ＜0.1 － 

アルミニウムイオン （Al3+） 0 ＜0.1 ＜0.1 0.1 

マンガン（Ⅱ）イオン （Mn2+） 0 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 

鉄（Ⅱ）イオン （Fe2+） 0.9 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 

鉄（Ⅲ）イオン （Fe3+） － － ＜0.1 － 

銅イオン （Cu2+） － ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 

亜鉛イオン （Zn2+） － － ＜0.1 － 

陽イオン 計 
225.8 
ｍg／㎏ 

290.3 
ｍg／㎏ 

390.5 
ｍg／㎏ 

25.3 
ｍg／㎏ 

フッ素イオン （F−） 5.2 6.5 30 2 

塩素イオン （Cl−） 23.2 21.2 10.3 2.2 

臭素イオン （Br−） － － 0.2 － 

ヨウ素イオン （I−） － － ＜0.1 － 

水酸イオン （OH−） － － ＜0.1 － 

水硫イオン （HS−） 1 ＜0.1 0.4 ＜0.1 

硫化物イオン （S2－） － － ＜0.1 － 

チオ硫酸イオン （S2O3
2−） 0.2 ＜0.1 ＜0.1 ＜0.1 

硫酸イオン （SO4
2−） 4.8 1.8 2.8 10.9 

亜硝酸イオン （NO2
−） － － ＜0.1 － 

硝酸イオン （NO3
−） － － ＜0.1 － 

ヒドロリン酸イオン （HPO4
2−） － － ＜0.1 － 

リン酸イオン （H2PO4
−） － － ＜0.1 － 

メタ亜ヒ酸 （AsO2
−） － － ＜0.1 － 

炭酸水素イオン （HCO3
−） 489 837.1 854.9 33.2 

炭酸イオン （CO3
2−） 22.6 ＜0.1 42 33.8 

メタケイ酸水素イオン （HSiO3
−） － － ＜0.1 － 

メタホウ酸イオン （BO2
−） － － ＜0.1 0.1 

陰イオン 計 
546 

ｍg／㎏ 
866.6 
ｍg／㎏ 

940.6 
ｍg／㎏ 

82.2 
ｍg／㎏ 

メタケイ酸 （H2SiO3） 63.3 78 43.1 100.2 

メタホウ酸 （HBO2） 8.5 8.8 4.8 ＜0.1 

非解離成分 計 
71.8 

ｍg／㎏ 
86.8 

ｍg／㎏ 
47.9 

ｍg／㎏ 
100.2 
ｍg／㎏ 

成分総計 
844 

ｍg／㎏ 
1,244 
ｍg／㎏ 

1,379 
ｍg／㎏ 

208 
ｍｇ／㎏ 

※溶存ガス成分なし 

 

 

 

 

本村の温泉成分分析表を比

較すると、重曹泉が２泉、ア

ルカリ性単純温泉が２泉とな

っています。 

 

重曹の化学式は NaHCO3 で

す。陽イオンではナトリウム

イオンが、陰イオンでは炭酸

水素イオンが多い組成の泉質

が重曹泉で、重曹による研磨

効果、鹸化（乳化）効果から、

肌表面をやわらかくして、古

い角質や汚れを落としつるつ

るにする「美肌の湯」と言わ

れます。 

 

アルカリ性単純温泉の２泉

も、溶存成分を減らした重曹

泉と言える成分組成です。成

分組成上、際立って多い成分

がないため、「単純温泉」に

分類されていますが、重曹泉

の２泉より、硫酸イオンやメ

タケイ酸の含有量が比較的多

いなど、違う特性もあります。 

硫酸イオンは、血液に多く

の酸素を送り込む作用があ

り、糖尿病、痛風、胆道疾患、

神経痛、便秘などに効果があ

るとされています。 

メタケイ酸は、体をコーテ

ィングしてあたためる保湿効

果があり、含有量が 50ｍg／㎏

以上なら美肌に有効とされて

います。 

 

岳温泉、高湯温泉など、酸

性泉が多い中通りにおける貴

重な「美肌の湯」として、存

在感を上げていくことが期待

されます。 
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（６）自然・歴史・文化資源 

自然・歴史・文化系の観光資源としては、まず、日本百名山安達太良山（1,700m）
の登山があげられます。標高 1,350ｍの８合目までロープウェイに乗る二本松市
側からの登山が一般的ですが、本村には、標高 600ｍの表登山口から４時間かけ
て登る表登山道があります。 

また、杉田川の上流部には、かつて女人禁制の地であった遠藤ヶ滝があり、渓
谷に沿った周遊コースを１時間で散策し、歴史のロマンにふれることができます。 

さらに、玉井の福満虚空蔵尊の境内には、樹齢千年の馬場桜があり、昭和 11

年に国の天然記念物に指定されていますが、経年による樹勢の衰えが目立つ状況
です。 

このほか、森林浴や自然観察、林業体験、炭焼き体験などができる「ふれあい
村民の森」もあります。 

自然・歴史・文化資源（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年、村民あだたら登山では、初級から上級ま

で３つのコースを用意しており、乳幼児も参加

している（写真右端）。 

遠藤ヶ滝は、平家物語に「文覚荒行」として登

場する遠藤盛遠（文覚上人）が修行をした地。

春はカタクリの花が、秋は紅葉が美しい。専用

駐車場（約 50 台）が完備している。 

馬場桜は、源義家が軍馬の訓練をした馬場跡で

あったとされている。昭和 61 年の干ばつ以降、

樹勢が衰えており、保存会が養生に努めている。 

「ふれあい村民の森」は、安達太良山中腹の森の

中に広がる小空間で、見本林や池、小川、野原、

湿地帯などをめぐる遊歩道と体験小屋が整備され

ている。 

一回りコースも段差等もなく自然を満喫できると

ころです 
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本村の歴史・文化を感じることができる資源として、あだたらふるさとホール
（大玉村歴史民俗資料館）、森の民話茶屋、さらには村指定無形民俗文化財であ

る玉井本揃（もとぞろ）田植え踊り、神原田神社十二神楽、玉井二区太鼓台運行
などがあります。 

あだたらふるさとホール（大玉村歴史民俗資料館）では、村内遺跡出土品や、
明治・大正・昭和の生活用具などが展示されているほか、移築した古民家スペー
スで、コンサートや寸劇なども行われています。 

森の民話茶屋は、安達太良山中腹の大自然の中に建つ山小屋風のカフェスペー
スで、民話を聞きながらコーヒーや手作り料理を楽しむことができます。 

玉井本揃田植え踊りは、旧暦 1 月 15 日の小正月を中心に東北地方で行われる
予祝行事である田植え踊りの一つで、250～300 年の歴史があります。 

神原田神社十二神楽は、250 年前から伝わる出雲流神楽で、４月と 10 月の第
３日曜日の祭礼で奉納されます。 

玉井の太鼓台運行は、玉井二区で明治 38 年に二本松の提灯祭りの太鼓台の１
つを譲り受けたことにはじまり、平成９年には玉井三区でも作られ、現在は、二
区・三区の両太鼓台の掛け合いが秋祭を盛り上げながら、歴史を継承しています。 

 

自然・歴史・文化資源（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉井本揃田植え踊りは、昭和 30 年頃に一度

途絶えたが、昭和 49 年に復活し、以来、毎

年１月に、あだたらふるさとホールで演じら

れている。 

森の民話茶屋は、４月

下旬から 11 月中旬の

土日祝日のみ営業（団

体予約があれば平日

も営業）。平成 12 年

のオープン以来、昔語

りを通じて人々の交

流を育んでいる。 

神原田神社十二神楽が奉納される神原田神

社は、源義家が戦勝祈願したという伝説も残

っている。 

太鼓台の曳き回しは、玉井神社の秋祭を盛り

上げる行事として、毎年 10 月第２土・日曜

日に行われている。 
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（７）イベント 

本村の集客イベントとしては、各寺社の祭礼のほか、例年８月に開催している
「おおたま夏まつり」や、10 月に開催している「おおたま うまいもの祭り」な
どがあります。これらは、村や村内各種団体等により、実行委員会を設置して開
催しています。 

一方、イベントには、住民主導のものもあります。中でも、若手住民団体「ス
ッペ隊」が主導する「にじいろフリーマーケット」は平成 27 年で６回目を数え、
親子連れでにぎわうイベントとして定着しています。 

 

大玉村の集客イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おおたま夏まつり」は、前夜祭での生ビー

ル祭りに始まり、様々なステージイベントと

各種露店が会場を盛り上げ、2,000 発の花火

がクライマックスを演出する。 

「おおたま うまいもの祭り」は、村内産の

高級食材が格安に買える食の祭典。同時に、

子どもたちへの食育の場でもある。 

「にじいろフリーマーケット」は、古着・ア

クセサリーからベビー用品まで、多くの出品

者が参加する手作りイベント。 
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（８）物販・飲食 

本村の観光客を想定した物販・飲食施設としては、「大玉村産業振興センター 

あだたらの里直売所」、アットホームおおたまのレストラン・売店、フォレスト
パークあだたらのカフェ・売店、大玉カントリークラブのレストラン・売店、大
玉温泉金泉閣の昼食付き休憩、その他民間のレストランやカフェ、居酒屋などが
あります。 

観光客を想定した物販・飲食施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金泉閣の昼食付き温泉休

憩コースで、松花堂弁当

をいただく。完全予約制

で、温泉は一人利用でも

貸切。ゆったりとぜいた

くな時間を過ごすことが

できる。 

あだたらの里直売所では、地元産

品の品ぞろえの豊富さに驚かされ

る。地元農家の６次産業化施設「お

米工房ままや」の和菓子も、ここ

でイートインできる。 

大玉カントリークラブの

レストランは、朝食から

ランチ、ディナーまで幅

広く営業中。ゴルフ客以

外の利用もできる。パー

ティーでの利用も受け付

けている。 

フォレストパークあだた

らのカフェ。カレーなど

20 種類の食事メニュー

とお代わり自由のセルフ

ドリンクがある。手づく

りウィンナー作りなど、

食育イベントも随時行っ

ている。 
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２ 近隣の観光資源 

福島県の観光資源の特徴をみると、著名観光地は、磐梯高原や猪苗代湖、喜多
方、会津若松など、会津地方に多く、磐梯高原の観光入込客は年間 200 万人を超
えています。本村は、首都圏や仙台都市圏の観光客が会津方面に向かう交通路上
に立地することから、「安達太良山を望みながらの飲食」など、会津観光と補完
関係のある観光振興を図っていくことが有益と言えます。 

また、県北・県中地方の観光資源の特徴をみると、飯坂、土湯、高湯、岳、磐
梯熱海と温泉が多いことと、スポーツ・文化などの「おでかけ型」のプレイスポ
ットやイベント集客施設が多いことがあげられます。温泉については、この地域
はいわば中通り温泉銀座として安定した入込が期待できることから、「大玉村に
も温泉あり」と知名度を高め、誘客につなげていくことが求められます。スポー
ツ・文化関連については、例えば、郡山市ふれあい科学館や智恵子記念館に来館

した家族連れやグループ客が本村に気軽に立ち寄れるよう、常設の物産・飲食の
魅力向上などを図っていくことが期待されます。 

 

近隣の観光資源と平成 26年入込客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霞ヶ城 41 
岳温泉 26 
安達太良山 15 
東北サファリパーク 10 
 

郡山カルチャーパーク 96 

土湯温泉 26 
高湯温泉 18 

フォレストパークあだたら 5 
アットホームおおたま 5 

磐梯熱海温泉 74 
石筵ふれあい牧場 10 

アサヒビール福島工場 4 

スカイライン 81 

飯坂温泉 97 

スパリゾートハワイアンズ 197 
アクアマリンふくしま 63 

磐梯高原 208 
喜多方市街 105 
鶴ヶ城天守閣 60 
磐梯・猪苗代のスキー 88 
 

南湖公園 45 
須賀川牡丹園 5 

花見山公園 27 

※地元利用が多いショッピングモールや、イベント等は除く。 

資料：福島県観光客入込状況（平成 26 年分） 

あぶくま洞・入水鍾乳洞 19 

三春の里田園生活館 24 
三春滝桜 22 

東山温泉 47 

猪苗代湖の湖水浴 51 

単位：万人 

あづま総合運動公園 170 

郡山市ふれあい科学館 12 
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福島県の観光入込客数の推移 
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（千人）

年

5,718
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4,446
4,831 4,689

0
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

万人

国民の年間の国内旅行延べ人数の推移 

3.18 3.14 3.16 3.20
3.083.14

2.99 2.97
3.11 3.05

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

億人

国内宿泊旅行 国内日帰り旅行

出国日本人数と訪日外客数の推移 

３ 観光をめぐる社会の動向 

（１）旅行の動向 

近年の国民の国内旅行の動向を
みると、国内宿泊観光旅行、日帰り
旅行ともに、それぞれ延べ３億人前
後で推移しています。東日本大震災
の影響で、平成 23、24 年はわずか
に日帰り旅行の延べ人数が落ち込
んだものの、その影響は平成 25 年
にはみられなくなっています。 

一方、福島県の観光入込客数は、
平成 22 年に 5,700 万人台あったも
のが、23 年には 3,500 万人台に落
ち込み、その後、26 年に 4,600 万
人台まで回復していますが、震災前
の水準には届いていない状況です。
なお、国の統計はアンケート調査に
よる推計値、県の統計は各市町村計
上値の合算であり、単純には比較で
きません。 

また、近年の動向として、外国人
観光客数が急増していることがあ
げられます。海外旅行などで出国す

る日本人は、年間 1,700 万人前後で
推移していますが、訪日外客数は、
平成 25 年が 1,000 万人、26 年が
1,300 万人となっており、こうした
外国人観光客の誘致を本村として
も考えていくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国際観光振興機構「年別 訪日外客数，出国日本人数の推移」より 

「福島県観光客入込状況」より 

観光庁「旅行・観光消費動向調査」より 
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26.2

20.2

34.5

16.4

21.1
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16.7
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9.6
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8.7

16.6

4.1

6.4

4.7
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7.2

10.7

-4.1

5.5

-2.3

4.5

7.7

-0.5

2.2

3.8

-9.8

1.6

-7.1

3.8

1.2

2.7

2.5

3.0

1.7

1.9

-20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

癒しの旅

大自然の魅力を味わう旅

世界遺産を訪問する旅

歴史のある街並みなどを訪れる旅

地域の食文化を楽しむ旅

博物館や美術館を訪問する旅

自分の関心のあるテーマを実現する旅

病気回復や健康の維持・向上のための旅

季節の花をたずねる旅

祭りや伝統芸能を鑑賞する旅

歴史的遺産を訪問する旅

アウトドア体験を楽しむ旅

ものづくりの現場を見学する旅

スポーツ活動を楽しむ旅

創作体験をする旅

スポーツ観戦を楽しむ旅

ロケ地を訪問する旅

子どもや孫と交流するプログラム参加

漁業体験や滞在を楽しむ旅

農業体験や滞在を楽しむ旅

ボランティア活動に参加する旅

希望率

経験率

潜在需要

（％）

旅行タイプ別の経験率と希望率 宿泊観光での旅先での行動と希望 
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12.6

12.5

11.4

8.8

8.3

7.0

5.8

5.5

5.0
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0.6

0.5

4.4

43.8
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30.5

13.5

7.1

7.2

12.2

10.1

2.7

6.8

5.2

3.5

2.7

4.0

2.2

3.2

6.8

1.7

2.2

2.3

2.7

0.3

1.9

0.1

0.3

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

食を楽しむ

温泉を楽しむ

自然の風景や季節の

花見を楽しむ

名所・旧跡をたどる

神仏詣

ドライブ

ショッピング

古い町並みを楽しむ

テーマパークに訪れる

歩くことを楽しむ

祭りやイベントを

楽しむ

高原や山でのリゾート

ライフを楽しむ

乗り物を楽しむ

健康の回復、維持・

増進を図る

海水浴・マリンスポーツ

その他スポーツ

海浜のリゾートライフを

楽しむ

世界遺産に訪れる

近代的な建造物を楽しむ

登山やトレッキングを

楽しむ

スポーツ観戦を楽しむ

ウィンタースポーツを

楽しむ

グリーンツーリズム

工場見学・ものづくり体験

農業や漁業・林業の体験

産業遺跡訪問

その他

旅先での行動

希望する旅の種類

（％）

（２）旅行に求める要素 

各種世論調査によると、旅行に求める要素として、「癒しの旅」、「大自然の
魅力を味わう旅」、「地域の食文化を楽しむ旅」、「病気回復や健康の維持・向
上のための旅」、「食を楽しむ」、「温泉を楽しむ」、「自然の風景や季節の花
見を楽しむ」、「名所・旧跡を楽しむ」といった内容に、潜在的な需要が多くあ
ることがわかります。 

これらは、いずれも、本村の観光資源で提供可能な要素であり、こうした需要
に沿って観光客を誘致していくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）日本生産性本部「レジャー白書 2015」より （公社）日本観光振興協会 平成 26 年度版「観光の実態と志向」より 
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〔参考〕喜多方市のグリーン・ツーリズムサポート 

（３）国・県・先進地の政策動向 

近年の観光をめぐる国や県の政策動向としては、以下のようなものがあります。 

まず、平成 6 年にグリーン・ツーリズムの推進を図る「農山漁村余暇法」が制
定され、平成 17 年にはその拡充が図られました。農家・漁家が自宅などを使っ
て民宿を開設しやすくなり、例えば喜多方市では、市内９団体がグリーン・ツー
リズムサポートセンターを組織し、体験農業や民泊の受け入れを行いたい市民と
観光客をつないでいるなど、県内でも様々な取り組みが進んでいます。 

さらに、平成 20 年には地域ぐるみで自然環境や歴史文化など、地域固有の魅
力を観光客に伝えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につながっ
ていくことをめざしていく「エコツーリズム推進法」も施行されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、国では、平成 19 年の観光立国推進基本法の制定と「観光立国推進基本
計画」の閣議決定、平成 20 年の観光庁の発足など、観光政策の大幅拡充を行い、
観光を国の成長戦略の柱の一つと位置づけています。「観光立国推進基本計画」
は平成 24 年に改定され、「震災からの復興」が柱の１つとして掲げられるとと
もに、国内旅行消費額 30 兆円など平成 28年の数値目標が設定されています。 

 

「観光立国推進基本計画」（平成 24 年）の主な数値目標 

区分 指標 平成 28 年目標 実績値 

消費額 国内旅行消費額 30 兆円 25.5 兆円（平成 21 年） 

国内観光 

国内観光旅行での１人当たりの宿泊数 年間 2.5 泊 2.12 泊（平成 22 年） 

観光地域の旅行者満足度 
大変満足・必ず来訪し
たいが 25％程度 

なし 

国際観光 訪日外国人旅行者数 1,800 万人 861 万人（平成 22 年） 
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一方、震災や福島第一原子力発電所事故による風評被害からの産業面の復興に
向け、福島県においては、平成 25 年に、福島復興再生特別措置法に基づく「福

島県産業復興再生計画」を策定しました。 

 

「福島県産業復興再生計画」で掲げられた主な観光施策 

 
１ 観光復興キャンペーン(八重の桜･観光有料道路の無料化) 

２ 正確な情報発信 

３ 教育旅行誘致 

４ ニューツーリズムの推進(再エネなど) 

５ 外国人観光客再誘致 

６ 国内外路線の再開・拡充 

７ 地域の伝統文化等の維持・復活 

８ 道路や鉄道等の復旧・整備 など 

 

 

これに基づき、県では、市町村や関係団体の協力を得ながら、平成 26～28 年
の３か年にわたり、４～６月に、「ふくしまデスティネーションキャンペーン（ふ
くしまＤＣ）」と題する国内最大級の観光キャンペーンを展開しています。 

このキャンペーンでは、おもてなし研修会による「おもてなし案内人」の育成
なども行われていますが、残念ながら、村内には「おもてなし案内人」がいない
状況です。 

 

「ふくしまデスティネーションキャンペーン（ふくしまＤＣ）」の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福島県観光交流局 観光交流課 
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〔参考〕おもてなし案内人の事例（郡山水と緑の案内人の会） 

 

 

安積開拓の面影を訪ねるウォーキング 
 
郡山発展の礎となった、安積開拓、安積疏水ゆかりの

地や建造物を徒歩で巡り先人の偉業を再認識する。他、
開成山公園や開成山大神宮、安積歴史博物館等を巡る。 

【場所】郡山市内（開成山公園周辺） 

【料金】案内人交通費 1 人 1,000 円 

（別途施設入場料必要） 

【期間】通年 

【予約】1 週間前迄に FAX で申込 

 

 

郡山のまちなかの歴史を訪ねるウォーキング 
 
郡山駅から郡山市公会堂まで郡山市中心部や安積国造

神社、如宝寺を徒歩で巡り、郡山の歴史や神社仏閣、等
を案内する往復約４㎞のコース。 

【場所】郡山市内（郡山駅前集合） 

【料金】案内人交通費 1 人 1,000 円 

（別途施設入場料必要） 

【期間】通年 

【予約】1 週間前迄に FAX で申込 

 

 

 

また、被災地の視察や震災語り部傾聴などに関するニーズも多いことから、「ふ
くしま観光復興支援センター」が（公財）福島県観光物産交流協会観光部内に設
置されています。 

 

「ふくしま観光復興支援センター」の役割 
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さらに、東日本大震災復興特別区域法では、法制度による規制を緩和し、速や
かな復興につなげるための「震災復興特区制度」が設けられていますが、大玉村

を含む県内 51 市町村と福島県が共同で、平成 27 年３月に「ふくしま観光復興促
進特区」の認定を受けており、観光関連事業所の法人税や事業税、不動産取得税、
固定資産税の優遇措置などが行われています。なお、大玉村では、対象区域を観
光施設がある村西部に限定しています。 

 

ふくしま観光復興促進特区の税制優遇措置 
 

① 設備投資に係る特別償却・税額控除(復興特区法第 37条) 

機械・装置、建物等の投資に係る特別償却・税額控除 

 

② 被災者雇用に係る税額控除(復興特区法第 38 条) 

被災被雇用者の給与等支給額の 10％を税額控除 

 

③ 新規立地促進税制(復興特区法第 40条) 

新規立地新設企業の法人税を実質５年間無税 

 

④ 研究開発税制の特例(復興特区法第 39 条) 

開発研究用減価償却資産の即時償却＋12%税額控除 

 

⑤ 地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置(復興特区法第 43条) 

施設・設備の新・増設による事業税・不動産取得税・固定資産税の課税免除

又は不均一課税を行った場合の減収補塡 

 

※ ①～③は 選択適用。⑤については、①、③、④の指定を受けた場合に限る。 
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村民の観光振興に対するニーズ 

４ 村民や観光客のニーズ 

（１）村民の観光振興に対するニーズ 

村民に対し、「大玉村地方創生・むらづくりアンケート」（平成 27 年７月。
回答者数＝701 人）で、村の観光振興に向けて必要な取り組みについてたずねた
ところ、「宿泊施設や観光施設を拡充する」（44％）が最も割合が高く、次いで、
「村の魅力が伝わるような効果的な情報の発信」（42％）、「農林商工が一体と
なり、大玉村ならではの特産品を開発する」（40%）という結果が得られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44%

42%

40%

34%

31%

31%

27%

25%

23%

20%

18%

17%

16%

5%

4%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

宿泊施設や観光施設を拡充する

村の魅力が伝わるような効果的な情報の発信

農林商工が一体となり、大玉村ならではの特産品を開発する

大玉村ならではのグルメを開発する

個性的なカフェなど、お店を誘致もしくは設置する

来訪者のための交通手段を便利にする

大玉村が有する潜在的な観光資源を発掘・開発する

地域内の公共交通での移動手段を確保する

受け入れに積極的な人や団体を育成する

地域内での案内板などを充実する

農村体験型のグリーン・ツーリズムを活発にする

定期的な催しの開催など交流の機会と場を確保する

地域ぐるみで受け入れ態勢の整備を図る

その他

特にない

わからない

無回答

ｎ＝701
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また、平成 27 年９月に、村の観光や地域活性化の関係者へのヒアリングを行
ったところ、以下のような意見が得られました。 

 

関係者ヒアリングの結果概要 

 

対 象 者 （順不同） 

農作業互助会 お米工房 ままや 代表取締役 鈴木博之氏 

大玉温泉 金泉閣 代表 臼井祐一氏 

大玉カントリークラブ 副支配人 三浦宏氏 営業課長 内海康久氏 

玉泉寺 住職 三村浩史氏 

にじいろ フリーマーケット実行委員会 実行委員長 石塚裕子氏ほか３名 

 

〔主な意見（抜粋）〕 

１ 自然を基調に 

＊国内で有名なこととして誇れるのは大玉村が「ダムのない村」であること。水源として豊富な

沢水があり、水に困らない「清流の村」なのだ。これが最大の地形的な特徴として挙げられる。 

＊“自然が綺麗なら、人間も綺麗だろう”ということで、自然を商売にしている者がお金を手に

入れたことで汚れたものをお客様に提供してはいけない。温泉を通じて地域をいかに良くして

いくかということが大事。 

＊観光ということでそんなに人を呼ばなくてもいいのではないかと思う。それよりも、雨が降る

と小動物が交通事故に遭うケースがある。西表島のように、道路の下にトンネルを掘り、小動

物が安全に道路を渡れるようにしてほしい。 

＊場所によっては、田んぼに水を張り、コイを放して雑草の種を食べさせて、それをハクチョウ

が食べるという自然農法の一つとして取り組んでいるところもある。それをやれば人も呼べる

のではないか。 

＊お客さんとしては、村のことを理解をしてくれる人をお迎えしたい。理解をしてくれない人が

いっぱい来ると、ただ、村が荒れるだけになる。 

＊田んぼにシラサギがいる風景がよい。シラサギが集まる環境にしてはどうか。 

＊安達太良山を背景にした村の風景は素敵だと思う。ある一定の角度から見ると山が３つ並んで

田んぼの上に見えるのは県内でも大玉村だけではないか。 

 

２ 担い手づくりや組織化を 

＊観光協会や商工会など、村にある関連組織について、活発に活動のできる組織に立て直すべき。 

＊組織がやる気を出して、１年に１個でも新しいことをやるようになれば、それだけでも観光振

興が可能になると思う。また、他所にもあるから村にも必要だといって組織した形だけの組織

については、もっとスリムにしていくべきだと思う。 

 

３ 観光資源の充実・活用を 

＊あれもこれもではなくて、一点豪華主義でいくべき。 

＊温泉は、岳温泉は冷えるというが、アットホームおおたまやフォレストパークあだたら、金泉

閣のお湯は良い。あのヌルヌルがやめられない。 
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＊あだたらの里直売所は、大型バスとかで来てほしい。すごく良い場所にあるので、あそこを中

心に盛り上がってほしい。あそこに行けば大玉のものが買えるよう、大玉の産品のすべてが揃

っているとよいと思う。 

＊飲食ができて、子どもが遊べる場所があるとよい。 

＊思い切って、福島最大のアスレチックを作っちゃえばよいのに。中途半端ではダメ。凄ければ

有料でもいい。 

＊大玉村に何があるかと聞かれると、米とか蕎麦とか、いわゆる素朴な食べ物になってしまう。 

＊何かしら外からのお客さんを呼べるイベントを開催するなどして、村にある宿泊施設にお客さ

んが流れてくるようなものがあるとよい。 

＊大玉村は「お米」のイメージが凄くある。大玉村の観光と農業とをもっとつなげることはでき

ないのか。また、農業をしてくれる人が多く移住してきて、定住してくれればと思う。 

＊美味しいお蕎麦屋さんとか、美味しいカフェとかが集まり、プラントの周囲にお客さんが集ま

れば、当然、人の流れも変わるのではないか。 

＊ワンディシェフが行えるスペースがほしい。集落で昼食を開放するのもよい。１食 500円くら

いで。 

 

４ 地域との協働を 

＊日本一美しい村というけれども、集落に公衆トイレが一個もない。観光地になるためにも、集

落に１個位はきれいな公衆トイレがあってもよい。昔は刈り取った稲を干す場所として「稲場」

があった。稲場を復活させ、車５台位が駐車できるスペースを作り、公衆トイレを設置し、集

落に管理を委託してはどうか。 

＊村が送迎バスなどを運行する際に、若い人がやるのではなく、お年寄りがボランティアに近い

形で活躍でるようにすればよい。地域を巻き込むためにも、お年寄りが遊ぶことにお金をかけ

るのではなくて、お年寄りがお金を稼げるようなしくみが必要。 

＊宿に泊まって、農家の体験をするとかは良いかもしれない。田んぼや畑を手伝った後に、庭で

お茶を飲むとか、小昼飯（こじはん）を食べるくらいなら農家の人も対応可能ではないか。 

＊田植え踊りについては、大玉村の人でも、“知らない”、“見たことがない”という人もいる

ことから、各地域で全部作るとかして、大玉村の人は全員が田植え踊りを踊れることをめざす

ということも考えられる。 

 

５ その他 

＊山林野の除染をしない限り、観光は無理ではないか。 

＊観光振興で第一にやることは、観光の担当者を遊ばせること。日本中で一番と言われていると

ころを最低でも２～３カ所視察させて、レポートの提出を求め、大玉村との差を明らかにさせ

ること。その際には現場の人の生の声とか、観光に訪れている人の声も聞いてくるべき。 
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回答者の居住地 

大玉村への訪問回数 

（２）観光客アンケートからみた大玉観光の現状 

本計画の策定にあたって、村内の観光・商業施設である「あだたらの里直売所」、
「アットホームおおたま」、「フォレストパークあだたら」、「大玉温泉金泉閣」
の各施設に、観光に関する調査票を配置（平成 27 年９月～12 月までの４カ月間）
し、来訪者に記入していただく形式でアンケート調査を実施し、合計 135 票の回
答を得ました。 

アンケートの記入場所別にみた回答者数 

  回答者数 割合 

あだたらの里直売所 5 4% 

アットホーム おおたま 50 37% 

フォレストワークあだたら 61 45% 

大玉温泉金泉閣 19 14% 

合計 135 100% 

 

回答者の居住地について、県内外でみると、県内が 57％、県外が 35％となっ
ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大玉村への訪問が今回で何度目かをたずねたところ、「６回以上」が 60％と
最も多く、次いで、「初めて」が 19％、「２回目」が 10％、「３回目」と「４
回目」が同率の４％となっています。 

 

 

 

 

 

 

大玉村, 2%

本宮市, 11%

郡山市, 12%

二本松市, 9%
福島市, 

16%

その他の

県内, 7%

その他の県外, 

35%

無回答, 8%

19% 10% 4% 4% 2% 60% 2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

初めて ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回以上 無回答
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村民各施設の満足度 

大玉村を訪れた目的 

村内各施設の満足度をたずねたところ、「利用していない」と「無回答」を除
外して集計したところ、「満足」と「やや満足」を合わせた満足の意向を示す人

の割合は、それぞれ８割～９割となり、満足度は高い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大玉村を訪れた目的をたずねたところ、「温泉に入る（日帰りを含む）」が
52％で最も割合が高く、次いで、「スポーツ・レジャーを楽しむ（ゴルフ、キャ
ンプなど。宿泊も含む）が 29％、「村の景色や雰囲気を楽しむ」が 20％、「宿
泊施設（アットホーム おおたま）に泊まる」が 15％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67%

65%

76%

46%

53%

42%

24%

26%

18%

38%

37%

42%

6%

2%

3%

8%

4%

4%

4%

7%

3%

8%

6%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アットホーム おおたま

その他の宿泊施設

スポーツ・レジャー施設（ゴルフ場、キャンプ場等）

レストラン等の飲食施設

あだたらの里直売所

その他の商業施設

満足 やや満足 やや不満 不満

ｎ＝72

ｎ＝46

ｎ＝67

ｎ＝63

ｎ＝51

ｎ＝50

52%

29%

20%

15%

12%

10%

10%

8%

5%

5%

4%

4%

0%

7%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

温泉に入る（日帰りを含む）

スポーツ・レジャーを楽しむ（ゴルフ、キャンプなど。宿泊も含む）

村の景色や雰囲気を楽しむ

宿泊施設（アットホーム おおたま）に泊まる

食事をする

宿泊施設（ゴルフ場やキャンプ場以外）に泊まる

買い物をする（あだたらの里直売所の物産品）

買い物をする（日用品・生活用品）

大玉村の住民と交流する

近隣の観光地に寄った前後で訪問

地域の文化や伝統にふれる

帰省

冠婚葬祭

その他

無回答

ｎ＝135
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第３章 大玉観光の創生の方向 

１ 大玉観光の強み・弱み 

本村の観光は、美しい景観、豊かな農産物をはじめ、自然・歴史・文化の様々
な資源が強みです。また、有名観光地に近く、新幹線、高速道のアクセスが良い
などの外的な好条件もあります。 

しかし、目玉となる観光資源がなく、知名度も低く、住民の観光振興意識も希
薄で、観光推進組織・人材が不足しているといった弱みがあります。さらには、
依然、風評被害が続く中で、観光や産業に関する地域間競争も激化しており、そ
うした課題を改善・解決していくことが求められます。 

本村の観光振興を図るためには、こうした本村の長所を伸ばし、短所を改善・

解決していく方向が求められます。 

 

大玉観光の強み・弱みの整理 
   

   内的要因                          外的要因 

プ

ラ

ス

要

因 

 

 

 

 

マ

イ

ナ

ス

要

因 

【内的な強み】 

◇安達太良山を望む“いぐね”のある田

園景観 

◇アウトドア資源がある（フォレストパーク

あだたら、大玉カントリークラブ） 

◇泉質良く、湯量豊富な温泉群 

◇歴史・文化資源がある 

◇品揃え豊富な直売所と良質な農産物

加工品がある 

【対外的な強み】 

◇磐梯・猪苗代、二本松、三春など有名

観光地に近い立地 

◇新幹線、高速道からのアクセスが良い 

◇「日本で最も美しい村連合」加盟 

◇平成 30 年度に全国植樹祭サブ会場に 

◇外国人観光客の増加。平成 32 年には東

京オリンピックも 

 

【内的な弱み】 

◇目玉となる観光資源がない 

◇村内の公共交通のアクセスが不便 

◇農業の後継者不足や農地の遊休化 

◇アットホームおおたまの集客力 

◇知名度の低さ 

◇宿泊の受け入れ規模が小さい 

◇荒天時の観光施設がない 

◇住民の観光振興意識が希薄 

◇観光推進組織・人材の不足 

【対外的な弱み】 

◇放射能汚染の風評被害 

◇人口減少時代の観光消費の落ち込み 

◇観光や産業に関する地域間競争の激化 

◇ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）

による農産物価格の低迷と外国産農産

物の流入 
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２ 大玉観光の創生の方向 

本計画では、戦略理念を「観光の創生から地域の創生へ」と定めます。 

観光の振興を通じて、長期的には、人々のつながりと絆を深め、地域を愛する
「人財」を育てることでの、地域のコミュニティと文化の醸成をめざします。 

短期的には、観光客を増やし、地元経済の活性化につなげるため、まず、各主
体の役割分担を明確にしながら、観光のむらづくりの機運の醸成、積極的な情報
発信と売り込みの推進、アクセス手段の充実、体験メニューの豊富化、観光関連
施設の充実、観光に携わる担い手の育成・確保と連携強化など、観光客の受け入
れ体制づくりを進めます。 

併行して、日々訪れる観光客を精一杯もてなし、満足度の向上に努め、リピー
ト観光につなげていきます。 

そして、大玉観光の魅力をみがき続け、観光地としての「格」「ブランド」を
形成していきます。 

 

「大玉観光の創生」のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略理念：観光の創生から地域の創生へ 

 

 

めざす目標 戦略の方向 

◆観光の魅力をみがく 

短 

長 

◆人々のつながり 
と絆を深める 

取組の期間 

観光客を増やす 

経済活性化につなげる 

コミュニティと文化を育む 

◆受け入れ体制をつくる 

◆地域を愛する 
人財を育てる 

◆精一杯もてなす 
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第４章 施策の展開 

１ 受け入れ体制づくり 

本村の観光は、各観光施設やイベント実施主体などが、それぞれおのおので宣
伝・集客を行うことが常であり、全体として戦略的に観光客を受け入れる体制が
十分ではありません。 

このため、観光協会を中心に、住民、事業所、各種団体、行政が役割分担しな
がら、観光振興を図る体制づくりを進めます。 

 

（１）観光のむらづくりの機運の醸成 

本村は、いわゆる観光地ではないため、住民の観光振興に対する意識は高くあ
りません。しかし、本村と同じような条件下の市町村であっても、グリーン・ツ

ーリズム、エコツーリズムなどに精力的に取り組む市町村は多数あります。 

観光を地域の活性化につなげていくため、観光のむらづくりの機運の醸成を図
ります。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 観光に関する一般村民へ
の啓発事業を進めます。 

□ 観光協会の運営に参加し、観
光のむらづくりを進めます。 

一般の住民・事業
所 

■ 村や各事業主体が行う啓
発事業に積極的に参加しま
す。 

■ 観光に関係のない事業を展開
する住民・事業所も、積極的に観
光事業に参入していきます。 

村 ◇ 観光に関する一般村民へ
の啓発事業を進めます。 

◇ 本村では、観光協会の事務局
を役場で行っており、官主導の観
光振興となり、そのことが住民の
多様な参画のさまたげとなって
いることから、観光協会を民営化
し、村民による観光事業の展開を
図ります。 
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（２）積極的な情報発信と売り込みの推進 

観光の振興には、積極的な情報発信と売り込みが重要です。 

村の観光に関する価値ある文字・写真・映像情報などを、パソコン・携帯電話・
テレビ・新聞・ミニコミ誌・パンフレットなどのマスメディアを駆使して、また、
窓口・電話・メールなどでのきめ細かな応対に努め、積極的に情報発信し、売り
込んでいきます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 自身が経営する観光事業
を多様なメディアで積極的
に情報発信し、売り込みま
す。 

□ Ｗifi 環境など、観光客が情報
を受発信しやすい環境づくりを
進めます。 

□ 観光動向や顧客ニーズを継続
的に把握・分析し、マーケティン
グや問題点の改善に生かしてい
きます。 

□ 世界への情報発信、売り込み
に向けて、情報媒体の多言語化、
イベント開催時などにおける通
訳の確保などを検討していきま
す。 

一般の住民・事業
所 

■ 自身が経営する観光に関
係のない事業や、村での日々
の生活エピソードも、他地域
住民が関心を持つことがあ
るため、そうした情報を積極
的にインターネット等で情
報発信していきます。 

■ Ｗifi 環境など、観光客が情報
を受発信しやすい環境づくりを
検討していきます。 

村 ◇ マスコミやメディア制作
会社、旅行代理店、観光関連
事業を手掛ける大手・中堅企
業や中央省庁などに、大玉村
の観光を積極的に情報発信
し、売り込みます。 

◇ Ｗifi 環境、村の観光ポータル
サイトなど、観光客や村民が情報
を受発信しやすい環境づくりを
進めます。 

◇ 観光動向や顧客ニーズを継続
的に把握・分析し、観光関連の住
民・事業所に提供してマーケティ
ングや問題点の改善に生かして
いきます。 

◇ 世界への情報発信、売り込み
に向けて、村自身の情報媒体の多
言語化や民間情報媒体の多言語
化への支援、イベント開催時など
における通訳の確保などを検討
していきます。 
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（３）アクセス手段の充実 

本村の観光施設へのアクセスは、観光客自身が自家用車や貸切バス、レンタカ
ー、タクシーなどで行くのみで、村唯一の公共交通である広域生活バスは、本村
の観光アクセス手段としては機能していません。「アットホームおおたま」では、
宴会時などの団体送迎のみを行っています。 

また、本村は景観が売りと言いながら、車を止めて安達太良山を眺められる「展
望所」などはなく、マイカー客を観光施設まで誘導する「サイン表示」も十分と
は言えません。道路も狭あいで危険な箇所が残るほか、郡山市石筵方面へのアク
セスも課題となっています。 

これらの改善・解決を図り、観光集客を図っていきます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 各観光施設の駐車場の確
保・充実、除雪の充実に努め
ます。 

□ 景観に配慮しながら、沿道
の「サイン表示」の充実に努
めます。 

 

□ 本宮駅や二本松駅、郡山駅な
どからの送迎の拡充を検討して
いきます。 

□ 村内宿泊施設を拠点に、二本
松街並み見学や、あだたら高原ス
キー場、東北サファリパークな
ど、近隣の観光資源をめぐるオプ
ション観光について、送迎やタク
シー料金助成などを検討してい
きます。 

一般の住民・事業
所 

 ■ 安達太良山を眺められる私有
地を「展望所」として整備・開放
していきます。 

村 ◇ 車を止めて安達太良山を
眺められる「展望所」の設置
を進めます。 

◇ マイカー客を観光施設ま
で誘導する「サイン表示」の
充実を図ります。 

◇ 道路について、狭あいで危険
な箇所の改良に努めます。 

◇ 石筵、磐梯熱海方面へのアク
セス道路として、県道石筵本宮線
の整備を促進します。 

◇ 安達太良山表登山口の駐車ス
ペースの拡充を検討していきま
す。 
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（４）体験メニューの豊富化 

本村の体験観光メニューとしては、「フォレストパークあだたら」で通年で様々
なメニューが用意され、「森の民話茶屋」で春から秋にかけて民話語りが催され
ています。「ふれあい村民の森」での体験は、地元住民を主な対象としており、
観光誘客メニューにはなっていない状況です。 

一方、県内を見渡すと、伊達市霊山町の米粉パン・ピザづくり教室、鮫川村の
援農奉仕活動、二本松市のきゅうりもぎとり体験、会津若松市の絵ろうそく絵付
け体験など、様々な体験メニューがあり、福島県では、福島教育旅行と題し、こ
れらのコーディネートを行っています。 

本村にも、体験観光を受け入れたい住民が少なからずいることから、既存のメ
ニューを含め、パッケージ観光商品として魅力化し、通年提供していける体制づ
くりを進めます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 既存の体験メニューの魅
力化に努めるとともに、新た
な商品開発を進めます。 

□ 雨天・荒天時の体験メニュ
ーの開発に努めます。 

□ 村内の農家や商工業者、一般
住民を巻き込み、体験観光拠点の
形成とネットワーク化を進めて
いきます。 

一般の住民・事業
所 

■ 農家を中心に、体験観光事
業について学び、実現をめざ
します。 

■ 観光関連の住民・事業所と連
携しながら、体験観光拠点の形成
とネットワーク化を検討してい
きます。 

村 ◇ 観光協会を中心に、体験観
光の商品規格の統一と宣
伝・販売促進活動、規格の統
一、受け入れ体制づくりを進
めます。 

◇ 体験観光を行いたい住民に対
し、継続的に研修等を行って、担
い手を養成し、体験メニューのす
そ野を拡大していきます。 
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（５）宿泊機能の充実促進 

本村の観光を振興するためには、宿泊機能の強化が不可欠です。 

このため、震災復興関連の交付金など公的財源も活用しながら、既存の宿泊施
設の収容可能人数の増強と、グレードアップを図ります。 

また、民家や納屋などを活用して客室を確保する農家民宿・体験民宿は、都市
住民が本村で農業体験等を行い、交流するグリーン・ツーリズムの振興に有益で
す。 

旅館業法、消防法、福島県食品衛生法施行条例などが規制緩和され、宿泊施設
の設置が比較的容易になっていますが、宿泊業の経験が乏しい本村住民が円滑に
こうした農家民宿・体験民宿の立ち上げを行えるよう、県の手引き等を活用しな
がら、希望者への助言・指導を行い、推進組織を設立し、実現をめざしていきま
す。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 必要に応じ、客室、浴場、
廊下などの共用スペース、キ
ャンプサイトなど、宿泊施
設・設備について、改修・リ
ニューアルなどの投資を行
います。 

□ ニーズ動向をみながら、客室
の拡張や別館の設置など、宿泊機
能の増強を図る投資を検討して
いきます。 

一般の住民・事業
所 

■ 農家民宿・体験民宿の実現
をめざし、研究を進めます。 

■ 農家民宿・体験民宿の魅力的
な運営に努めます。 

村 ◇ グリーン・ツーリズムの推
進組織を結成し、農家民宿・
体験民宿の開設に興味を持
つ住民に対し、研修などで支
援していきます。 

◇ アットホームおおたまの宿泊
に関して、収容可能人数の増強、
露天風呂など施設のグレードア
ップに必要な投資を行います。 

◇ アットホームおおたまについ
ては、ホテルとして安定的に経営
していくため、指定管理委託など
民営化を進めます。 
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（６）その他の観光関連施設の充実 

本村には、宿泊施設やキャンプ場、ゴルフ場以外に、物販・飲食施設や、神社・
仏閣などの観光関連施設があります。 

震災復興関連の交付金など公的財源も活用しながら、施設の充実に努めるとと
もに、「日本で最も美しい村」連合の加盟などを機に、これまで観光客の来訪を
想定していなかった施設でも、観光客が滞在することが想定されることから、案
内板の設置や周辺景観の修景、駐車場やトイレの確保など、受け入れ体制づくり
を進めます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 安定した集客が図れるよ
う、公的財源も活用しなが
ら、施設・設備・人員体制等
の充実に努めます。 

□ ニーズ動向をみながら、物
販・飲食や興業機能の増強を図る
投資を検討していきます。 

一般の住民・事業
所 

■ 観光関連事業に積極的に
参入していきます。 

■ 地元観光施設や食育活動
への農産品の提供など、地産
地消を推進していきます。 

■ 観光関連事業に積極的に参入
していきます。 

■ 地元観光施設や食育活動への
農産品の提供など、地産地消を推
進していきます。 

村 ◇ 本村の主要物産施設であ
る「大玉村産業振興センター 
あだたらの里直売所」につい
て、物販・飲食の各機能の拡
充を進めます。 

◇ 「日本で最も美しい村」連
合の次期審査に向けて、村全
域の景観形成指針、観光客受
け入れ戦略のもと、案内板の
設置や修景を進めます。 

◇ 福島県環境創造センター
附属施設野生生物共生セン
ター（旧福島県鳥獣保護セン
ター）を本村の観光・交流資
源として活用する取り組み
を進めます。 

◇ 本村が「日本で最も美しい村」
であり続けるために、村民が景観
保全事業を行う際の財政的支援
を検討し、実施していきます。 

◇ 遊休化している旧保養センタ
ーの観光施設としての利活用を
検討していきます。 

◇ 「展望所」や神社・仏閣周辺
の駐車場、トイレなど、必要な投
資を検討していきます。 
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（７）観光に携わる担い手の育成・確保と連携強化 

本村は観光地ではないため、仕事や社会活動で観光に携わる村民は多くありま
せん。 

しかし、本村が自然や歴史・文化を生かした観光で集客し、経済波及効果を得
るためには、観光に対する情熱を持ち、知識・技術を生かして活躍できる担い手
の育成・確保が不可欠です。 

観光のむらづくりを着実に推進していくため、担い手の系統的な育成・確保と
連携強化を図ります。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 各観光施設では、研修等に
より、職員の資質・能力の向
上に努めます。 

□ 調理師、観光コーディネータ
ー、温泉ソムリエ、ゴルフインス
トラクター、「日本の宿 おもて
なし検定」、健康管理士など、観
光事業で役立つ資格取得を促進
していきます。 

一般の住民・事業
所 

■ 観光イベントなどにボラ
ンティアや企業共催などで
積極的に参画します。 

■ 観光のむらづくりを推進する
ＮＰＯを組織化し、人材の発掘・
育成を継続的に進めます。 

村 ◇ 地域起こし協力隊、集落支
援員など国・県等の制度も活
用しながら、観光振興を推進
するリーダー・コーディネー
ター的な人材の確保を図り
ます。 

◇ 観光ボランティアの育成
を図ります。 

◇ 観光のむらづくりを推進する
人材や組織を継続的に支援する
制度を検討していきます。 

◇ リーダー・コーディネーター
的な人材を中心に、担い手のネッ
トワーク化に努めます。 
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（８）近隣市町村・県・国と連携強化 

本村は、福島県中部観光協議会（郡山市を中心とした 13 市町村）に加盟し、
広域で連携した観光事業を進めるほか、安達太良山・岳温泉観光に関する二本松
市との連携、「ふくしまデスティネーションキャンペーン（ふくしまＤＣ）」な
どを通じた全県的な連携、さらには、東北６県での観光連携など、様々な枠組み
で広域観光連携を進めています。 

こうした広域観光連携を一層進め、本村の知名度の向上と地域の活性化につな
げていきます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 県や復興庁などが主導す
る広域観光の取り組みを積
極的に推進します。 

□ 市町村域を越えて民間観光施
設間で連携し、ゴルフと工場見学
など、相互オプションツアーなど
に役立てます。 

一般の住民・事業
所 

■ 広域観光の取り組みにボ
ランティアや企業共催など
で積極的に協力します。 

■ 広域観光の取り組みにボラン
ティアや企業共催などで積極的
に協力します。 

村 ◇ 県や復興庁などが主導す
る広域観光の取り組みを積
極的に推進します。 

 

◇ 「（仮称）中通り温泉手形」、
「安達太良インバウンド観光」な
ど、テーマやルート、客層をしぼ
った広域連携を企画・推進してい
きます。 

 

インバウンド：もとは、「入ってくる、内向きの」という意味の英語の形容詞。近年、訪日する外国人観光客を

集客することの意味で用いられている。 
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２ 観光サービスの水準の向上 

本村は、「田舎の素朴さ」を売りに、むらづくりを進めています。 

これは観光資源としても貴重と言えますが、観光業としてお金をとる場面では、
サービスとしての質の担保が必要です。 

雨の日、雪の日、安達太良山が見える日、見えない日があります。また、乳幼
児をお連れのお客様、障がいのあるお客様、外国からのお客様など、様々なお客
様が来られます。 

心がこもり、かつ洗練されたおもてなしであることはもちろんのこと、いつで
も、どなたに対しても、同質のサービスを提供し、満足していただくよう、観光
サービスの水準の向上に努めます。 

 

（１）心がこもり、かつ洗練されたおもてなしの推進 

観光事業に携わる人も、一般村民も、「田舎の素朴さ」は大切にしつつ、心が
こもり、かつ洗練されたおもてなしを推進します。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 「礼状を書く」「花を生け
る」「クレームに的確な対応
をする」など、各観光施設や
担い手が創意・工夫し、必要
に応じ接客マニュアルなど
を活用しながら、心がこも
り、かつ洗練されたおもてな
しを推進します。 

□ 各観光施設や担い手が、心が
こもり、かつ洗練されたおもてな
しについて、それぞれ独自のノウ
ハウを蓄積し、また、意識を継承
し、「日本で最も美しい村」に恥
じないむらづくりを推進します。 

 

一般の住民・事業
所 

■ 観光に携わっていない一
般の住民・事業所において
も、創意・工夫し、必要に応
じ接客マニュアルなどを活
用しながら、心がこもり、か
つ洗練されたおもてなしを
推進します。 

■ 心がこもり、かつ洗練された
おもてなしについて、それぞれ独
自のノウハウを蓄積し、また、意
識を継承し、「日本で最も美しい
村」に恥じないむらづくりを推進
します。 

村 ◇ 村の観光振興の一環とし
て、観光関連の住民・事業所
や一般の住民・事業所を対象
としたおもてなしに関する
研修を実施します。 

◇ 行政はサービス業であるとい
う認識のもと、心がこもり、かつ
洗練されたサービスを推進しま
す。 
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（２）イベント時の充実した観光サービスの展開 

本村のイベントは、全国から観光客が訪れる観光イベントはなく、村民や近隣
市町村から「お出かけ」として訪れる内容となっています。 

しかし、「日本で最も美しい村」として、自然と共生する人々の日々の生活を
クローズアップするエコツーリズムを推進する以上、イベントは、村民自身が楽
しむとともに、観光サービスとしても一定のグレードをクリアしていく必要があ
ります。 

平成 30 年に福島県で開催される第 69 回全国植樹祭では、ふくしま県民の森フ
ォレストパークあだたらがサテライト会場となります。 

これを１つの契機として、夏まつり、うまいものまつりなど、各イベント時の
充実した観光サービスの展開を図っていきます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 自身が主催するイベント
での観光サービスの充実に
努めます。 

□ 知名度の向上や格・ブランド
の強化を図るため、全国・世界か
ら多くの人が訪れる観光イベン
トの開催・継続をめざします。 

一般の住民・事業
所 

■ 自身が主催するイベント
での観光サービスの充実に
努めます。 

■ 知名度の向上や格・ブランド
の強化を図るため、全国・世界か
ら多くの人が訪れる観光イベン
トの開催・継続をめざします。 

村 ◇ 夏まつり、うまいものまつ
りなど、各イベントでの観光
サービスの充実に努めます。 

◇ 公益社団法人国土緑化推
進機構と福島県が主催する
全国植樹祭に際し、村におい
ても連携イベントを実施し
ます。 

◇ 民間で実施されているト
レイルランニングについて、
登山・ハイキングとの共生を
図りながら、必要な協力を行
い、村の活性化につなげてい
きます。 

◇ 知名度の向上や格・ブランド
の強化を図るため、全国・世界か
ら多くの人が訪れる観光イベン
トの開催・継続をめざします。 

 

 

トレイルランニング：登山道など山野を走る中長距離走。クロスカントリーと異なり、専用の小型リュックサッ

クに必要な装備を入れて走る。 
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（３）外国人の訪問への周到な対応 

中国、台湾、韓国などアジア諸国を中心に、外国からの観光客がわが国全体で
急増しています。社会のグローバル化は普遍であり、本村においても、これから、
外国人観光客が増えることは間違いありません。 

また、本村では、近年、台湾、ペルー共和国マチュピチュ村との国際交流事業
を推進しており、彼の地からの訪問の実現が待望されます。 

こうしたことから、外国人のお客様に喜んでいただける観光サービスの水準を
めざしていきます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 各観光施設では、外国人観
光客の接客のマニュアル化
や外国語表記の案内の充実、
外国語を話せる職員・ボラン
ティア・通訳の確保などに努
めます。 

□ 各観光施設で、外国人観光客
対応のノウハウを蓄積し、村の国
際交流振興に還元していきます。 

 

一般の住民・事業
所 

■ 外国との私的または仕事
上のつながりから訪れる外
国人への適切な応対に努め
ます。 

◇ 台湾、ペルー共和国マチュピ
チュ村の友好都市からの大玉村
訪問事業に、ボランティアとして
の参加など可能な協力をしてい
きます。 

村 ◇ 台湾、ペルー共和国マチュ
ピチュ村との国際交流事業
を継続的に推進していきま
す。 

◇ 台湾、ペルー共和国マチュピ
チュ村の友好都市からの大玉村
訪問を実現し、あたたかくおもて
なしします。 
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（４）人と環境にやさしい観光地づくり 

高齢化や障がい者の社会参加が進み、乳幼児連れのお出かけのニーズが高まる
中、車いすやベビーカーでも行きやすい観光地づくり、授乳やおむつがえに配慮
した観光地づくりが期待されます。 

また、分煙が社会的に要請されるとともに、ゴミを出さない容器包装やゴミの
持ち帰り運動の徹底、水・生態系の循環への配慮など、環境にやさしい観光地づ
くりも期待されています。 

震災復興関連の交付金など公的財源も活用しながら、ハード・ソフト両面から、
人と環境にやさしい観光地づくりを進めます。 

 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 各観光施設は、可能な限
り、段差の解消、授乳・おむ
つがえスペースの設置、分煙
の徹底、ゴミを出さない容器
包装の推進など、人と環境に
やさしい観光地づくりにむ
けた取り組みに努めます。 

□ 人と環境にやさしい観光地づ
くりにむけ、多機能トイレ、エレ
ベーターの設置など、必要な投資
を進めます。 

一般の住民・事業
所 

■ 村の環境美化活動に協力
するとともに、観光イベント
時の手話通訳など、人と環境
にやさしい観光地づくりに
むけた取り組みに協力して
いきます。 

■ 村の環境美化活動に協力する
とともに、観光イベント時の手話
通訳など、人と環境にやさしい観
光地づくりにむけた取り組みに
協力していきます。 

村 ◇ 人と環境にやさしい観光
地づくりの取り組みを村民
に啓発していきます。 

◇ アットホームおおたまな
ど、観光客が訪れる施設は、
可能な限り、段差の解消や、
授乳・おむつがえスペースの
設置、分煙の徹底、ゴミを出
さない容器包装の推進など、
人と環境にやさしい観光地
づくりにむけた取り組みに
努めます。 

◇ バイオマス、水力など、環境
にやさしい自然エネルギーで村
行政部門のエネルギー利用の過
半をまかなうことをめざすなど、
人と環境にやさしいむらづくり
を進めます。 

◇ 手話通訳など、障がい者のコ
ミュニケーションを支援する人
材の養成・確保に努めます。 

◇ 人と環境にやさしい観光地づ
くりにむけ、アットホームおおた
まなど、観光客が訪れる施設の多
機能トイレの設置など、必要な投
資を進めます。 
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３ 観光資源の発掘・創造を通じたコミュニティと文化の醸成 

本村は、現在ある観光資源だけでは、観光地と言える状況にないことは否定で
きない事実です。本村は、農業を基幹産業としつつ、郡山市等のベッドタウンと
して発展してきた村です。しかし、肥沃な土壌と清浄な水資源を生かした農業は、
「日本一おいしい」と自称するコシヒカリをはじめ、野菜、果物、畜産物など、
質・量ともに豊かであり、日本酒、米粉など加工品の品ぞろえも充実しています。 

さらに、安達太良山を背景に「いぐね」と呼ばれる防風林が点在する里山景観
や、江戸時代から伝承される民俗芸能「本揃田植え踊り」「神原田神社十二神楽」
など、歴史・文化も潜在的な観光資源として貴重です。 

こうした農業・歴史・文化を観光資源として発掘・創造する取り組みを通じて、
観光地としてのすそ野の拡大を図るとともに、コミュニティと文化の醸成に努め
ます。 

（１）農業を観光に活かす取り組みの推進 

農業は、安全・安心・高品質な農産物を安定的に生産・出荷することが第一で
あり、各農家はそれを実践しています。しかし、加工によって付加価値をつけた
り、新鮮な地元産農産物を新鮮なうちに地元で直売することも重要であり、本村
では、「あだたらの里直売所」などでそれを実践しています。 

こうした６次産業化や地産地消の取り組みを一層推進しながら、観光客の招致
につなげていきます。 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 飲食施設では、地元食材の
活用に努めます。 

□ 地元食材を活用した新たなレ
シピの研究開発を推進します。 

一般の住民・事業
所 

■ 農産物の安定的な生産に
努めます。 

■ 既存の農産物加工品の安
定生産に努めるとともに、新
たな産品開発に努めます。 

■ 農家民宿・体験民宿の実現
をめざし、研究を進めます。
〔再掲〕 

■ 農家民宿・体験民宿の魅力的
な運営に努めます。〔再掲〕 

■ 都市住民が田畑のオーナーと
なり、年に数回、営農体験のため
に村に訪れる「田畑のオーナー
制」の導入を検討していきます。 

村 ◇ 本村の主要物産施設であ
る「大玉村産業振興センター 
あだたらの里直売所」につい
て、物販・飲食の各機能の拡
充を進めます。〔再掲〕 

◇ 米の全量全袋検査をはじ
め、安全対策を徹底します。 

◇ 農家・事業所の新たな産品
開発を促進していきます。 

◇ 農家・事業所の新たな産品開
発を促進していきます。 

◇ 村民と観光客が交流しながら
の営農を促進し、コミュニティの
活性化と地域の農村文化の継承
を図ります。 
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（２）景観や歴史・文化を観光に活かす取り組みの推進 

本村は、平成 26 年 10月に、「日本で最も美しい村」連合に加盟承認されまし
た。「日本で最も美しい村」連合は、厳しい審査によって登録団体が選ばれ、生
活の営みにより形成されてきた景観・環境や地域の伝統文化を守り、これらを活
用することで観光的付加価値を高め、地域の資源の保護と地域経済の発展に寄与
することを目的としており、本村では、里山景観や、歴史・文化が高く評価され
ました。 

「日本で最も美しい村」として、「大玉村 日本で最も美しい村づくり推進会
議」を中心に、村民と行政が協働で、美しい地域の保全・継承活動を推進してい
きます。 

〔取り組みの方向〕 

役割分担 短期的な取り組みの方向 中長期的な取り組みの方向 

観光関連の住
民・事業所 

□ 各観光施設では、村の景観
や歴史・文化を文字や写真、
映像などで紹介するブース
を設けるなど、村の景観や歴
史・文化を観光資源として生
かしていきます。 

□ 美しい地域の保全・継承活動
に協力していきます。 

一般の住民・事業
所 

■ 村の景観や歴史・文化につ
いて学び、自身の活動に生か
していきます。 

■ 各集客施設では、村の景観
や歴史・文化を文字や写真、
映像などで紹介するブース
を設けるなど、村の景観や歴
史・文化を生かした観光に協
力していきます。 

■ 「大玉村 日本で最も美しい村
づくり推進会議」を住民主導で運
営し、美しい地域の保全・継承活
動を推進します。 

■ 田植え踊り、神楽、歳の神な
どの民俗行事での観光客の受け
入れを推進していきます。 

村 ◇ 村の景観や歴史・文化につ
いて、村民への啓発活動を推
進します。 

◇ 「日本で最も美しい村」連
合の次期審査に向けて、村全
域の景観形成指針、観光客受
け入れ戦略のもと、案内板の
設置や修景を進めます。〔再
掲〕 

◇ 歴史民俗資料館「あだたら
ふるさとホール」で、各種の
企画展などを推進し、観光や
社会科見学などでの入込を
図ります。 

 

◇ 「日本で最も美しい村」連合
への加盟を継続するために、村民
が景観保全事業を行う際の財政
的支援を検討し、実施していきま
す。 

◇ 「展望所」や神社・仏閣周辺
の駐車場、トイレなど、必要な投
資を検討していきます。 

◇ 歴史民俗資料館「あだたらふ
るさとホール」について、現在の
展示や紹介による情報発信の機
能に加えて、民俗芸能や風俗・風
習、様々な公演等を実際に見聞き
し体験・発信する拠点施設として
パフォーマンスミュージアム化
を検討していきます。 
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第５章 推進体制 

 

本計画を効果的かつ円滑に推進していくために、各施策に関わる主体が共通認
識を持ち、情報共有を図りながら、協働できる体制づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各推進主体の役割と関係性 

 

 

連携・協働 

・各主体間の連携促進 

・各主体の取組への支援 

・国や県、他市町村との連

絡調整 

・本計画の進行管理と検証 

村の役割 

・観光事業への参画 

・おもてなし力の向上 

・イベントの開催と連携 

・むらづくりへの参画 

・観光事業の展開 

・おもてなし力の向上 

・イベントの開催と連携 

・新事業の開発、人材育成 

・観光組織の設置運営 

観光関連事業者の役割 

・おもてなし力の向上 

・観光の学習の推進 

・大玉学習の推進 

・イベントへの参画 

・むらづくりへの参画 

住民の役割 

一般事業者・団体の役割 
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